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T-1982臨 床 治 験 成 績

―胆道感染症における臨床的検討を中心として―

川上克彦 ・古賀明俊 ・中山文夫

九州大学医学部第一外科学教室

(主任:中 山文夫教授)

今回われ われ はCephamycin系 抗生物質<T-1982>の 外科領域 における臨床 的効果を肝胆 道系

疾患を中心 に検討 した。

胆道感染症 臨床例 は7例 で,起 炎菌の判明 した もの はE.coli,S.faecalssの 各1例 で あった。

治験成績は有効5例,無 効1例,判 定不能1例(他 剤変更 のため)で 有効率83.3%で あった。 この

他,呼 吸器感染症1例(無 効 例)を 加 え ると有効率は71.4%と なった。副作用 は認 め られず,1例

に肝機能検査値GOT,GPT,ALPの 上昇を認 めたがT-1982に 直接起因す る もの とは判 定で きず

因果関係不明 とした。

T-1982はFig.1に 示す構造式 を有 す るCephamycin

系抗生剤で,各 種細菌産生 の β-lactamaseに 安定 で,グ

ラム陽性菌,お よびグラム陰性菌に対 して広範 囲の抗菌

スペクトラムを有す る新 しい抗 生物質であ る。各種組織

への移行も良好で,大 部分が未変化体 のまま尿中お よび

胆汁中に高濃度に排 泄され る1)。

今回われわれはT-1982の 外科 領域 にお ける臨床的効

果を肝胆道系疾患 を中心に検討 したので報告す る。

I.対 象

症例は当科に入院 した術前 ま た は 術 後 患 者8例 で あ

る(Table 1)。 年齢は17～78歳(平 均51.8歳)で 男性4

例,女性4例 である。基礎疾患例 では胆石症2例,結 石

を伴う先天性胆道拡張症1例,転 移を含 む胆道 系悪性腫

瘍4例,悪 性 リンパ腫1例 で ある。 これ らの診断名 によ

る内訳は胆管結石や胆道系悪性腫瘍 に伴 う胆管炎症例5

例,胆道感染に伴 う敗血症疑1例,急 性胆 の う炎1例,

肺炎1例 である。

II.投 与 方 法

T-1982の投与は1回1～2gを 点滴静注 し,症 状 に応

じて1日量2～4gを1回 または2回 に分 割 して投与 し

た。投与期間は臨床 効果 に応 じて3～36日 間で,総 投与

Fig.1 Chemical structure of T-1982

量は5～72gに 及 んでい る。

III.効 果判定 の基準

効果の判定は解熱,白 血球数 の正常化 の有無 などの 自

覚的,他 覚的所見お よび レ線所見,胆 汁中 の細菌の消長

な どを指標 として,臨 床的改善 と菌の消失をみた ものを

著効 とし,こ れ らの条件 の一部で も不完 全 な もの を 有

効,い ずれに も改善のみ られなか った もの を 無 効 と し

た。

副作用の判定には自覚 的,他 覚的症状 の出現の有無 と

共 に,血 液像,肝 機 能検 査な どの生化学検 査を投与前,

投 与後に可及的頻 回に行なった。基礎疾患に肝,胆 道系

疾 患が多いため,血 液所 見,肝 機 能値な どの変動がT-

1982の 投 与 と因果 関係があるか否 か各症 例について検 討

した。

IV.結 果

胆道感 染症7例 に対す るT-1982投 与の成績 は胆石症

2例 の うち有 効1例,他 剤 変更 によ る判 定不能1例 であ

り、結 石を伴 う先天性胆 道拡 張症1例 に有効 であった。

転 移を含 む胆 道系悪性腫瘍4例 の うち,胆 の う癌1例 が

無効,他 の3例 は有 効 と判 定 した。有効 率は83.3%で あ

った。悪性 リンパ腫 末期肺 炎合併 症例では無効 であった

(評価 可能7例 での有効 率71.4%)。

1日 投与量 と臨床治療成績 との間 には明 らかな相 関は

見 られ なか った。

副作用 について は顕性の副作用 は認 め られず,症 例4

では疼痛,発 熱な どの所見の改善の一方 でGOT,GPT,

ALPの 上昇が 見 られ たが,基 礎疾 患 で ある胆道系感染

症の推移 による もの との峻別 は困難 であ り,T-1982に

直接起 因す る もの とは断定 で きない。



706 CHEMOTHERAPY DEC. 1982



VOL.30 S-3 CHEMOTHERAPY 707

本剤投与前の胆汁お よび動脈血か らの細菌検 査は5例

に施行されてお り,E.coli,S.faecalisが 胆汁か ら検 出

されている。

V.考 察

T-1982は グラム陽性菌お よびグラム陰性菌 に対 して

広範囲の抗菌スペ ク トラムを有 し,Enterobacter,S.mar-

cescens,Proteus,Bactereidesな どに対 しては従来 のCe-

phem系 薬剤に比 して さらに強い抗菌力を示 し,in vitre

よりin vivoの 効果が優 れてい るとい う特長を有す る1》

新しい抗生剤である。今 回胆道系疾患感 染症7例 に対 し

て本剤を投与し,臨 床 的効果 の検 討を行 な った。

対象は胆石症,胆 道系悪性腫瘍 な どに伴 う胆 の う,胆

管炎症例が主で,重 篤 あるいは難 治例が多 く含 まれてい

たが有効5例,無 効1例,判 定不能1例 で有効 率は83.3

%と な り,こ の他呼吸器感染症1例 を加 える と有効率 は

71.4%で あ った。

胆 道感 染症の発生機序に胆管の狭窄閉塞性機転 による

胆汁 うっ滞 因子の関与が強 く示唆 されてお り,こ れ らの

状況 では胆 汁中への抗生剤の移行 は阻害 され,な ん らか

の方法 による胆汁 ドレナージ,胆 道減圧処置を要す るこ

とが多い。 この胆道減圧 こそが胆汁への抗生剤の移行を

唯一確実に保証す ること も併せて考慮すべ きで あろ う。
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CLINICAL TRIALS ON T-1982 

-Clinical evaluation in biliary tract infections —
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The clinical efficacy of T-1982, a new cephamycin antibiotic, in the field of surgery was studied in 

patients with hepato-biliary tract infections. 
Of 7 cases with biliary tract infections, pathogens were identified as E. coli and S. faecalis respectively in 

1 case. The therapeutic responses were effective in 5 cases, ineffective in 1 case and undetermined in 1 case 

(change to other drugs) to yield an efficacy rate of 83.3%. When combined with 1 ineffective case of 
respiratory tract infection, the rate was 71.4%. 

No side effects were observed. In laboratory findings, elevations of GOT, GPT and Al—P were noted 
in 1 case. As the elevations were not evidenced to be directly associated with T-1982, the causal relation to 
the drug was regarded as unknown.


